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昭和．月 四 年 五

雜

録

う

も
の

な

り
，

バ

ラ

及

オ

ル

ソ

ク
レ

ー

ゾ

ー

ル

は

互
に

相

似
牧

れ

共
メ

タ

は

異
る

塾

其

の

著
し

き
點
は

メ

タ

よ

り

分
解
し

易
き
點
に

し
て
メ

タ

が
八

〇

〇

度

に

於
て

二

〇

％
の

不

變
化
物
な

殘
す

に

對

し
パ

ラ

は
一

〇

％
か

殘
す
に

過

ぎ

ざ

る

も

他

方
石

炭
酸
は

更
に

分
解
ぜ

ず
し

て

殘
う

も

の

多
し

、

斯
く

高
級

酸
性

油

よ
り

水

素
添
加
に

依
り

石

炭
酸
を

得
ろ

事
は

諸

種
の

點
よ

り

興
味
あ

る

冏
題

な

る

べ

し
．

以

上
の

實
驗

よ

り

演
者

は

高
温

タ

ー

ル

の

生

成
は

低

温
タ

ー

ル

高
級

酸
性

油

の

熱

分

解
に

依
る

も
の

と

推

定

ぜ

り

　

無
證
物

惇
在
に

於
け

る

低

温
タ

ー
ル

性
欺

の

變
化

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

燃
料
研

究
所

　
俘

　
　

義

　

定

　
液

體
燃

料
問

題
の

喧
し
き

折
柄
石

炭
低

淞

タ

ー

ル

は

此
の

方
面

よ

り

の

囑
目
大

な
る

處
な

る

も

其
の

酸
性

油

な

多
分

に

含
む

點
に

於
て

著
し

く

石

油
と

趣
を

異
に

し
現
在
に

於

て

は

其
の

酸
性

油
か

含
む

特

徴
な
利

用

し

て

木

材
の

防

腐
用

に

用

ひ

ら

ろ

 

も

之
な

石

油

代
用

品
と

し

て
の

立

場
よ

り

閥
ろ

曄
は

酸

性
油
の

存
在

竺
の

大

な

る

障

碍
れ

り
、

然
ろ

に

之
が

除
去
に

就
て

は

在

來
の

苛
性

曹
逹
に

依

る

洗

滌

は

經

瓣
的
其
他
の

立

場
よ

り

遖
常
な

ら

ず
．

其
他

ア

ル

コ

ー

ル

等
の

溶

劑
に

よ

う

分

離

方
法
等

種
な

考
へ

ら

る

 

も

凡

て

低
温

乾

餾
生
成

物
に

就
て

行
へ

る

も
の

に

し

て

乾

餾
に

際
し

低
涯
タ

ー

ル

中

の

酸
性
油
分
の

生

成
な

減

ず
る

方
法
の

講
ぜ

ら
れ

れ

う

も
の

殆
ど

無

し
．

演
者

は

思

な

此

點
に

致
し

乾

餾
の

過

程

中

に

酸
性

油
の

生

成
を

防
が

ん

と

し

此

目
的
の

爲
に

石

炭

に

無

機
物
な

加
へ

て

乾

餾
を

行
ふ

時
は

酸
性

油

分
は

之
と

結

合
し
て

殘

留
ゼ

ら

ろ
、

其

の

酸
性
油
減
少
の

效

果
は

無

機
物

の

種

類
に

依

り

異
ろ

も
の

に

し

て
一

例

な

鋸
ぐ

れ

ば

左
の

如
し

（

撫

順
炭
に

就
て
）

　

　
　

常

法

　
浩

石

灰

マ

グ

・

・

ア

酸

化

鐵

π

嚢

砿

　

　
　

　

　

　
塔

　

　

　
　

　
　

　
　

％
　

　
　

　
　

　

％

　
　

　
　

　
　

％

　
　

　
　

　
　

％

　

酸
性

油
一
三・
五
八

　
　
　

　

蓋・
八

八

　

　
　
一
七

る
六

　

　
　

晃・
二

六

　
　

　
二

？

巻

　

中

性
汕

圭
二
八

　

　

　

　
八二
・

邑

八

　

　

　
八
〇

蠹
O

　

　

　

耄・
八
〇

　

　

　

耋

毛
皿

表

中

消
石
灰
の

揚
合
最
も

效
果
大

な
る

は

之
が

酸
性
油
と

最
も

結
合
し

易
き
に

原
因
す

ろ

を

知
る

　

晦
し
て

同
一

無
殘

物

に

於
て

も

其
添
加

量
に

依
り

結
果

異
り

添
加

最
の

噌
大

と

共
に

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

四

五

四

　

酸
性

油
量
減
少

す

る

も

然
も
一
定

の

極
限

あ
り

て

必
し
も

全
部
か

除
き

得
る

に

非

る

は

　
一
旦

結
合
ぜ

ろ

も

の

が

或
淞

度

に

て

再

び

遊
離
ぜ

ら
る

 

に

因
る
（

撫
順

炭
に

就

て
）

　

淌
石

灰
添
加

量

　
　

　
ー
　
一
〇

％

　
一

五

％

　

二

五

％
　

五

〇

％

　
δ
O

％

　

　

酸

性

油

　
二

二

盍
八

　
宅・
茜

　
墨・
全

　→
七・
七

八

　
九

儿
六

八・
五

二

　

　

中

　
性
　
油

　
　
壷
二
八

　

　
八

〇・
三

九

　
　
八

テ冒「
八

　
　
全・
九

七

　

　
八
七

λ一

八
九・
四
二

　

事

實
此
の

結

合
は

不

安
定

に

し

て

四

〇

〇

度
以

上

に

て

は

容

易
に

分

離

す
、

此

際
一

部

　

瓦

斯
と

な

れ

共

四

〇

〇

ー
四

五

〇

度

に

て

は

大

部
分

其
儒
分

離
ぜ

ら

る
、

故
に

遊
離
温

　

度
以

下

に

逋
當
に

處
理

て

る

を

最
適
と

な

す
な
以

て

此
目
的
の

鴆、
に

は

聚

ろ

無

機
物
な

　

乾

餾
設

傭
と

凝
縮
設

備
と

の

中

間
に

置

き
タ

ー

ル

の

蒸
氣
な

遊
離
淑

度
以

下
に

て

無
機

　

物

中

な

薀
過
ぜ

し

む

る

時
は

中

性

油

分
の

み

通
過

し

酸
性
油
は

結
合

殘

留
す
，

然
る

後

　

別
に

此

の

結
合
物

か

四

〇

〇

ー

四

五

〇

度
に

加
熱

す

れ

ば

酸
性
油
の

み

な

集
め

利
用
し

　

得
べ

し

　

　

高
幣

に
替

け
る

燃
料

の

自
然
發

火

温

度
の

測
定

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

燃
料

爨

⊥
漱

紬

飜

鯑

　

　

近

來
デ

ィ

ー

セ

ル

驥

關

燃
料
と

し

て

タ

ー

ル

油
及
頁
岩

汕
等
の

石

油
系

以

外
の

沺

を

　

も

利
用

ぜ

ん
と

企
て

ら

れ

閑

暮
ピ

機
關
の

如

く

炭
粉
を

直

接

燃

料
と

す

る

も
の

が

實

 

　

現
ぜ

ん

と

す

る

際
之

竿
新
燃

料
の

適
否

得
失
を

剣

定

す

る

上
に

自

然

發
火

温
度
の

測

定

　

は

極
め

て

緊

要
な

り
，

著
者

等
は

曩
に

各
種
燃

料
油

の

常
壓

酸
素
氣
中

に

於
け

る

自

然

一
　

發
火
混
度
畆

測

定

し

れ

る

が

更
に

進

ん

で

特
殊
の

測

守

器
奄

使

用

し

て

各

種
の

低
温
タ

　

ー

ル

加
工

油
及

炭
粉

等
の

高
腱
に

於
け

る

自
然

發
火

獵

魔

な

洲

定
ぜ

り

　

こ

五

氣
腰

に

於
け

る

自．
然

發
火
認
度
な

比
較
す

う

に

市
販

重

油

及

低

温
タ

ー

ル

中

性
油

　

は

約
三

〇

〇

度
に

て

略

二

定
な
ろ

に

反
し

て

低

漁
タ

ー

ル

酸
性

油
は

五

〇
〇

度
前
後
の

　

高

値
髢

示

し

両

し

て

低
溝
タ

ー

ル

ピ
ッ

チ

破

油

及

炭
粉
は

之

誓
の

中

間
に

位
ぜ

弥

　

　

胝

力
に

依
て

發
火

淞

度
の

減
少
す

ろ

割

合

牟

見
う

に

燃
料
油
の

揚
合
は
二

〇
氣
騰
以

　

上

に

し

て

其
影
響

微
弱
と

な
る

に

野
し

炭

粉
に

於
て
は

二

五

氣
鵬

附
近
に

て

も

街
管
る

　

し

く
低
減
ぜ

り
．

此

事

實
よ
り

炭

粉
機
闢
の

設
計
に

於

て

は

邁

常
の

デ
ィ

ー

セ

ル

機

關

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Institute of Energy

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　工nstitute 　of 　Energy

第九十
一號

に

比

し

壓
縮
比

な

更

に

高
む

ろ

必

要
あ
ろ

事

秘
知
ろ

、

街
氣

笛
内
の

燃
燒
状
態

な

究
む

る

爲
發
火
待
時

間

及
主

燃

燒
時

間
の

測

定

必
要
な
り

　

低

温
タ

巳

ル

酸
性
油
分

に

對

す
る
水

蠢
添
加
生

成
物

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

讐
星
鷙

糠

　

低
温

タ

ー

ル

酸
性
油
の

利

用
價

値
を

昂
上

ぜ

し
む
る

の

目

的

な

以

て

著
者

等
は

高
厘

高
温
 

下

に

水
素
處
理

な

行

ひ

輕

質
燃
料
油
の

合

成
な
試
み

沸

點
一

九

〇

ー
二

三

五

度

の

低
温
タ

ー

ル

酸
を

原
料

と

し

て

良

妊
な
る

收
量
な

以

て

輕

質
油

の

製
造
に

成

功
ゼ

リ
、

生
成
油

は

無
色
に

し

て

九

〇

ー
一
五

〇
度
に

八

〇

％
以

上

な

溜

出
し

反

應
は

三

五

〇

度
以

下
に

て

行
は

る

　

此
の

反

應
機
構
を

説
明

す

る

爲
に

タ

ー

ル

酸
成
分
中
の

最
も

簡
單
な
ろ

ク

レ

ゾ

璽

ル

類
に

就
斗・
て

實
驗
を

行
ヘ

リ
．

耐

匯
釜

は

電

氣
加
熱

振

盪
式

内

容
六

六

〇

竓

の

物

に

し

て
ク

レ

ゾ

ー

ル

八
一
八

七

i
一
九

五

度
の

溜
分
）

及
び

觸
媒
な

入

れ

水

素
な
雁
入

し

t

ろ

後
振
盪
し
つ

」

加
熱

し

反
應
か

行

は

し

む
、

ク
レ

ゾ

ー

ル

は

常
に
一
瓦

分
子
葎

用

ひ

水
素
は
一

−
四

武
分
子
を

用

ひ

其
の

影
響
存
覗

六

り
，

觸

媒
と

し

て

酸
化
ア

ル

ミ

ニ

ウ

ム

．

鹽
化
ア

ル

ミ

晶
ウ

ム

、

酸
化
亞

鉛
、

酸
化
鐵
．

酸
化
銅
及

び

シ

リ

ヵ

ゲ

ル

等
な
使

用

す

る

揚
合

並

び

に

觸
媒
な

使
用
ぜ

ざ

る

揚
合
に

は

最
高
鱶
二

四

〇

氣
壓
以

上
噛

最
高
温

度
四
八

〇
度
迄
加

熱
す
る

も

水
素
添

加

及
び

水

酸
基
の

邂

元

極
め

て

困

難
な

り
、

然
る

に

觸
媒
と

し
て

第
二

酸
化
昌
ッ

ケ

ル

を

使

用

す

る

揚
合
に

は

初
隧
の

如

何
に

拘
ら

ず
夫

々

二

五

〇

度．

三

〇

〇

度
及
び

三

五

〇

度

附

近
を
限
界

と

し
て

相
異
り

敦

る

反

應
行
は

れ
各
混

度
に

於
け
る

生
成
物
及

び

践

斯
の

分

析
結
果
よ

η

想
像
す

ろ

に

二

五

〇

度

以

下

に

於
て

は

何

等
の

化
學
的

變
化
な
く
二

五

〇

1
三

〇

〇
度
問
に

於

て
は

著
し
き

發
熱
反

應
の

下
に

水
素

添
加
行

は

れ
殆
ん

ど

定

量
的
に

メ

チ
ル

サ

イ

ク

ロ

ヘ
キ

サ

ノ

ー

ル

な

生

ず
、

三

〇

〇

ー
三

五

〇
度
問
に

於
て
は

メ

チ

ル

サ

イ

ク
ロ

ヘ
キ

サ

ノ

ー

ル

の

分
子

内
脱

水
に

依
リ

メ

チ

ル

サ

イ

ク

ロ

ヘ

キ

セ

ン

祉

生

じ

術

過

剰
の

水
素
存

在
す
れ

ば

進
ん

で

凶

チ
ル

サ

イ

ク

ロ

ヘ

キ

サ

ン

と

な

る
．

三

五

〇

度
以
上

に

加
熱
す
れ

ば
メ

チ

ル

基
の

脱
却

が

次
第
に

行
は

れ

爾

多
少
環
の

分

解
も

起
ろ

．

術
三

〇

〇

度
及

び

三

五

〇

度
附

近

に

於

雜

録

て

は

暫

時

温
度
の

上

昇
止
ま

り

吸

熬

反

應
の

行
は

る

 

な

知

る
．

觸
媒
と

し

て

第
一

酸

化
昌
ッ

ケ

ル

な

使
用
す

る

揚

合
に

も

略

同
樣
歳

れ

共
還
元
品
ッ

ケ

ル

な

使
用

す

れ

ば
一

〇

〇

度
以

下
に

於
て

既
に

水

素
吸
收

始
ま
り
一
七

五

度
附

近

よ

り

鱶

力

の

減

少
な

起

す
、

然

れ

共

其
の

他
の

限
界

温

度
は

前

者
と

略
同
温

度
な

示

し
生

成
物
も
殆

ど

差

異

な

認
め

ず
．

之
に

依
り

て

觀
る

に

酸

化
蔓
ッ

ケ

ル

其
の

儘
に

て

は

水

素
添
加
の

能
力

無

く

二

五

〇

度

附
近

に

て

澄
元
ぜ

ら

れ
始

め

て

水

素
添
加
存

始
む
る

も
の

と

想

像
ぜ

ら

る
，

以

上

の

事

實
を

綜
合
す
る

に

蔦

ケ

ル

觸
媒
を
使

用

し

水
素
添

加

に

よ
り

輕

質
油
製
造

を

目

的
と

す

る

際
に

は

ク

レ

ゾ

ー

ル

一

分

子
に

鑞
し

水

素
三

。
五

−
四

分

子
を

加
へ

最

高
澱

度
三

五

〇

度

迄
反

應
せ

し

む

る

が

最
も

適
當
に

し

て

之
以

上

加

熱
す
る

は

徒
に

分

解
を

起
し
生

成
油
の

收
率
な

低

下

す

る

に

過

ぎ

ず

　

窩

壓
水

蟹
の

各
種

液
體
に

對

雪
る

溶
解

度

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

棗
茜
大

鑑
化

墨
螺
良

認

　
不

飽

和

脂
肪

酸
の

硬

化
、

石

油
或

は

芳
香

族
炭
化

水

棄
の

水

素
添
加
等
が

液
相
に

於

て

行
は

ろ

 

時
水

素
は

瓦
斯

體
に

於
て

作
用

す

る

に

非
ず

し
て
一
旦

液
に

溶

解
し

之

が

觸
媒
の

衷

面
に

吸

着
ゼ

ら

る

 

事
に

依

り

活

性
化
ぜ

ら

れ
て

初
め

て

液
體
に

作
用

す
る

も

の

☆
る

は

言
な

俟

れ

ず，

此
の

水

素
の

液
體
に

封
す
ろ

溶
解
度
は

濃
度
．

腿

力

及

液

體
の

性
質
に

依
り

決
定
ぜ

ら
る

 

も

の

に

し

て

演
者
等
は

此

間
の

關

係
な

明
に

ぜ

ん

と

せ

り
．

一

般
に

液
體

氣
體
の

二

相

が

恥

衡
状

態
に

在
る

時
に

は

淞

度
．

墜

力
及
溶

解
度

の

中

の

二

者

を

決

定
す

れ
ば

他

は

自

ら

定
る

畆

以
て

演
者

等
は

之

を

ブ

ン

ビ

ン

氏

の

吸

收
式

亨

匡
。

濃
剛

唄、
p
ロ

．。
 
｝

μ

蛇
蕋
・

來
・

蓬
毒
・

計
算

し

之

な

各
種
の

液

體
に

邁
用

し

大

る

が

結
果

と

し
て

β
は

温
度

、

壓
力
の

増
加
と

共
に

増
加
す

る

な
認

め

れ

り
、

式

中

β

は

標
準
駅

態
に

於
げ

る

吸
收

牽
、

7
は

標
進・
状

況
に

於

け

る

オ

ー

ト

ク
レ

ー

ヴ

の

内
容

積
．

仰

は

同
液
體
の

律

積
，

P
は

總
隧

力
θ

は

液
體
の

膨

脹

傘
、

ご

は

其
時
の

温

度．
君
は

ホ

度

に

於
け

る

虱

斯
の

壓
力
と

す

　
蒡

香
族
炭
化

冰

窶
の

水
緊
添
加

法

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

四

五

五
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